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あけましておめでとうごございます。 

活動組織の皆様には、初春をお健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。 

 この対策も第１期の対策としては、最終年度を迎えることになります。皆様の地道な継続的

な活動が、徐々に地域の団結力を強めていき、どんどん地域の底力が向上してきているように

思います。 

 昨年１０月名古屋で開催されたＣＯＰ１０（生物多様性条約第１０回締約国会議）では、農

地や水路は、食料生産基盤であるとともに、生物の生息環境や移動経路として重要な役割を持

っており、今後は生物多様性という農業・農村の多面的機能を再評価する必要性が示されまし

た。 

 日頃から、草刈をはじめとした農地や農業用用排水路等の維持管理・保全活動、遊休農地の

発生防止・抑制活動、農村環境の保全・向上活動を継続して実践されておられる皆様は、素晴

らしい地域貢献活動とともに、世界的に生物多様性が危機の傾向にあるなかで、重要な役割を

担ってきておられます。地域を取り巻く状況は大変厳しいものがありますが、誇りを持って継

続的な活動を実施して下さい。 

 また、地域では当たり前のごとく実践されている地道な活動が、もっと都市住民の方にも伝

わり、もっと評価されるべきであります。企業等が何らかの生物保全活動をした場合、マスコ

ミ等でよく報道されますが、皆様の活動は、当たり前すぎて報道されることが少ないと思うと

ころです。ＣＯＰ１０を契機に、重要な役割を担う農業・農村を再認識していただき、更に情

報発信して行くことが必要です。 

平成２３年度からは、本対策事業名が「農地・水保全管理支払交付金」となりますが、区切

りの年であります。これまでの取り組みがきちんと評価され、平成２４年度からの第２期対策

が確実に実施されるよう、より一層の取り組みをお願い致します。 



 

 

 

 
島根県農地・水・環境保全協議会では、「水路補修技術研修会」を県内２会場で開催しました。 

 東部会場は、１１月２３日に神門地区農地と水と環境を守る会（出雲市）で７８名（３９活動組織）

の参加があり、西部会場は、１１月２８日に美川みどり会（浜田市）で４６名（２４活動組織）の参加

がありました。 

 室内研修では、「島根県の農業用用排水路（開水路）におけるストックマネジメントについて」と題

した講演や、活動組織が実施された簡易補修の事例などを紹介しました。 

現地研修では、参加者が８班に分かれ、講師の指導のもと、手で練るモルタルや繊維補強ポリマーセ

メントモルタルを使った水路の目地詰めやコーティングを体験しました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果から、多数の活動組織で様々な資材を用いて目地詰め作業を実施され、現在も補修

の効果はあるようです。ただ、経過年数が浅いため今後も経過観察が必要かと思います。 

協議会では、活動組織で補修等を実践される際の参考になるように、今後も資材や活動事例の情報を

発信していきます。 

※研修会で紹介した「簡易補修の実践事例」は協議会ホームページ“お知らせコーナー”でご覧いただけます。 

※水土里ネット島根では、高圧洗浄機器一式の貸出しをしています。清掃時にお役立て下さい。（15,000 円／一週間） 
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間は異なります。 

完成 

今回の研修で行った「左官作業によるコーティング」を紹介します 

みなさんの地域でも一度お試しください！ 

（３３活動組織から回答） 



 

 

中国四国農政局長最優秀賞を受賞された奥出雲町阿井地区資源保全協議会から喜びの声が届き

ました。 

 

 

去る１１月１６日、勝山中国四国農政局長が

わざわざ阿井地区へお越し頂き地区民はじめ関

係者約６０名の出席のもとに表彰状授与式が盛

大に開催され、協議会員一同感激した次第です。 

この名誉ある表彰を契機に更なる農地・水・

環境向上対策に取り組んで行かなければならな

いと心を新たにしたところです。  

本対策が始まって既に４年が経過しようとし

ていますが、老朽化した農地や農道、水路等の

施設の維持管理や補修等年次計画的に進めてお

り、本対策のお陰で一定の成果を見ることは、

評価しているところです。しかしながら、まだ

多くの施設の補修個所があり、この対策が継続

実施されんことを要望するものです。 

一方で、農業の後継者不足は深刻な問題であ

り、近い将来、耕作放棄地の増大が懸念されま

す。特に今年のように不作と相まって米価の大

幅な下落は、農業者にとっては、大きな打撃で

あり意欲を失いかねない事態となっております。 

これからは、耕作放棄地を出さない工夫が求

められ、そのためには、集落営農組織の強化に

より、阿井地区全体の農作業をカバーできる体

制づくりが、喫緊の課題であります。それには、

施設の基盤をしっかりすることが重要であり、

本対策は欠かせないものとなっています。 

また、「仁多米」を更にブランド米として高価

格で販売するために、他産地との格差を図り、

より安心、安全、そしておいしいお米として販

売できる体制整備も必要であり、減農薬栽培、

有機栽培に、より一層取り組んで行く必要があ

ると考えています。 

今後とも、関係機関のご支援をお願い申し上

げます。 

平成22年12月 奥出雲町阿井地区資源保全協議会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

「耕作放棄地解消実践研修会」 
 ～よみがえった農地を担い手につなげよう～ 

が開催されます！ 

耕作放棄地の解消・利用を進めるため、県外の先進地（京都府綾部
市）での取り組みや県内各地での解消事例などを紹介します。 

耕作放棄地解消に取り組まれる皆様の参加をお待ちしています。 

日  時 １月１８日（火）１３時から１６時４０分まで 
場  所 出雲市役所 １階「くにびき大ホール」 
申込方法  島根県農業会議へＦＡＸ・郵送により、１月１１日（火）までに申

し込んでください 

問合せ先  島根県農業会議 担当 野津・森本 

      （島根県農地利活用推進協議会事務局） 

          〒690-0888 松江市北堀町１５番地 

           TEL（0852）22-4471・FAX（0852）27-2235 

※研修会に参加された場合は、研修会の内容を地域の皆様へ報告してください。 

“耕作放棄地対策に強い助っ人” 

 
今回暗渠排水や

溝切用に利用する

幅 30 ㎝のバッケ

ト を 購 入し ま し

た。湿田・棚田用

草刈機と併せてご

利用ください。貸 
出し料は 1 日 8,000 円です。（運転に

は労働安全衛生法の資格が必要です）

その他草刈機や粉砕機も随時貸出しを

しています。 

申し込みは、水土里ネット島根 

  TEL0852-32-4141 前崎まで 



 

 

～農地・水・環境保全向上対策に関することは！～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会まで 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel 0852-32-4144  Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ（共同活動） Tel 0852-22-6262 

     〃  農畜産振興課有機農業グループ（営農活動） Tel 0852-22-6477 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は県内各農林振興センター、最寄りの各市町村担当課までお問合わせください。 

 

 

 

★今月の予定★ 

２２（土） 『環境農業』シンポジウム（松江市） 

２４（月） 農政局抽出検査  西市環境整備組合(安来市)、馬木地区農地・水・環境保全向上対策協議会(奥出雲町) 

２５（火） 
農政局抽出検査  上竹矢エコロジーだんだん(松江市)、花と緑の郷槻之屋(雲南市)、 

上島上地域づくり協議会(出雲市) 

２７（木） 農政局抽出検査  飯谷地域農地・水・環境保全活動推進協議会(大田市)、瑞穂農村保全組合(邑南町) 

２８（金） 農政局抽出検査  猪伏のふるさとを守り育てる会(浜田市）、下本郷みどりネット(益田市) 

 

 

 

 

 
 

 
～担当者の声～ 
ＴＰＰに参加するかどうかが論じられています。仮に、参加すると現在の食糧自給率４０％が１４％になるとの試算
であり日本農業は大打撃を受けると予測されています。先行き不透明な農業情勢の中で、ぶれない長期の農業ビジョ
ンを示してもらいたいと思います。農業農村に対して暴風雨が吹いている中、本対策を活用し着実に農村地域やコミ
ュニティを守っていくことが大切であると思う今日この頃です。(協議会 Ｔ) 

老朽化した木橋の改修 ･･･みんなの力を一つにして･･･ 

小俣賀農地・水・環境保全会（益田市） 

私たちの地区では農道にかかる木橋が老朽

化して、運搬車が落輪するようになっていまし

た。改修は、地元の大工、土木、溶接などに従

事している方の参加や、地元業者の協力も有り

比較的スムーズに作業が進み、資材・リース代

約６万円の安価で橋の改修が出来ました。 

 
郵便番号、住所、氏名、電話番号、組織の方ならば活動組織名を明記。 
郵便、ファックス、メール、電話での投稿。次号への掲載は、前月２０日ころまでに必着。 
宛先は、〒690-0876 松江市黒田町 432-1 水土里ネット島根「おたよりコーナー」係。 
FAX 番号（0852）24-0848、電子メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 

【投稿規定】 

向原環境保全会（東出雲町） 

橋の改修も実現させてしまう皆さんの力はすばらしいですね。
作業には、予想以上に地区の皆さんの参加があったようです。
皆さんのふるさとを守っていく意気込みを強く感じました。 

しまねの農村景観ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ 検 索 

「農地・水」の特別賞も設けられています。皆さんの活動写真で応募してみませんか？ 

詳しくは 


